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要約筆記利用時のロールや用紙、ログの扱いについて 

 

一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 

特定非営利活動法人 全国要約筆記問題研究会 

 

要約筆記利用でのロールや用紙、ログの扱いについて、一般社団法人全日本

難聴者・中途失聴者団体連合会（全難聴）と特定非営利活動法人全国要約筆記

問題研究会（全要研）は下記のように統一した見解をまとめました。これは、

「要約筆記者養成カリキュラム（障企自発０３３０第 1 号）に基づく要約筆記

者養成事業において指導されている内容と同一です。関係する皆様の本見解に

対するご理解と要約筆記事業の推進へのご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

１．要約筆記は音声言語を書記言語にする通訳行為です。したがって、言語通 

訳同様その場で完結するもので、通訳終了後は音声と同様に消えたものと 

お考えください。 

２．要約筆記利用に際してログは残さない設定をします。ロールや用紙は、通 

訳行為の結果として生じたものであり、二次利用のできるものではありま 

せん。 

３．要約筆記された内容を利用者が記録として残したい場合は、要約筆記とは 

別の記録作成を準備してください。 

 

要約筆記者の養成・派遣は障害者総合支援法の意思疎通支援事業の 1 つとし

て実施されています。当該事業はもとより、今後、障害者差別解消法の合理的

配慮として要約筆記の利用が大きく広がっていきますが、その場合でも派遣さ

れる要約筆記者は障害者総合支援法における意思疎通支援事業の枠組みで養成

されています。したがって、いずれの制度の下においても、要約筆記利用にお

けるロールや用紙、ログの扱いに変わりはありません。 

 


